
 ７／２３日大暑を過ぎて成長著しい雑草達は、８／７

日立秋を迎え生殖成長に変わり始める。８／２３日処暑、 

季節の移ろいに反応する雑草達の生命力。美幌祭りを過

ぎて白露の頃には、種の入った穂を重たげに垂れる雑草。 

私が気にする２４節季を目安とした雑草の成長。 

そこに居る、在るという事。必要だからこそ存在する。 

収穫を迎える自然農法の芋畑。８／７、２３日に雑草

と芋の茎葉を刈り払いましたが…、雑草の絨毯…。 

 収穫直前にもう一度、雑草処理を行います。 

 

６日： 満月 ：旧 ７月１６日 

７日： 白露 

  ２０日： 新月 ：旧 ８月 １日 

  ２３日： 秋分の日 

   １０月２８日 自然農法芋の試食体験 

         場所 報徳つどうむ会館 

         時間 １１時から 

各自で、５種類の自然農法の芋を調理して試食します。 

 今年は、夏休み子どもキャンプへの収穫体験活動の協

力は相手の都合で出来ませんでしたので、独自にキャン

プの終了日時に合わせて、８月６日１３時から 

「自然農法芋収穫体験 ～ひまわりの癒し～」 

を実施しました。子どもキャンプ参加者の親子４０名に

は、収穫体験の案内書をキャンプが始まる時に配布しま

したが、当日の参加者はゼロでした。でも数名の会員の

方々が時間をずらして雑草畑、ひまわりに会いに来てく

れました。このひまわりはこの日の夕方、畑にすき込ま

れて畑の為、次世代の作物の為の糧になりました。 

１０月２８日には自然農法芋の試食体験を行います。 

翌８月７日は２４節季の立秋。５種類の芋畑は、「さ

やあかね芋」以外はすべて疫病で枯れていた為、茎葉処

理を行いました（左写真）。 

「さやあかね」は、２３日に茎葉処理を行いました。 

明らかに品種の違いによる疫病に対する強さを見せて

もらいました。 

 今年は、正常な一般の芋でも生育が終わり黄変するの

が早くなっています。 
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